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伝統的なアカデミックな教育課程を持つグラマー●スクール (Grammcr School), ②中級技術


































になった。この通達のねらいは,能力によるコース分化を基礎とする, 現行 の 中等学校分離主義
(SCparぁtism)を,すべて総合制 (COmprChCns?c)の方向に改革することにあった。
也誠藤後
拿  乳    繁乳
〉→点XX＼産J7x試験
0000人半資格試験























































































である。)。 イギリスの教育体系を,私立,公立の両系列から成る新複線型として 維持して きた の
も,こうした歴史的条件と階級的教育観であった。両系列は,義務教育入学時より,明確に区分さ
れ,学校段階区分も異なったものである。その上,私立教育系列は,パブリック・ スクール (15～




















































総 合 制 中 等 学 校 (I) (229)
13)Elcvc■Plus ExaminatiOnと称され,将来のエリー ト層選抜の手段である。
T.Burgcss i A Guide tO English SchOOls, 1964, P Plo5-108
P.E.VernOn (cd.)デ ScCOndary SchOOl sclectiOn, 1957, P P45～54
(4)Halr our ruturc_―A rcport Of thc Ccntral AdvisOry cOuncil fOr EducatiOn(NcwsOm Rcport),19





P.E.VcrnOn (cd.)i  ScCondary SchoOI SclcctiOn, 判957, P17
(6)15to18-A rcport Of thc ccntral AdvisOry Council fOr Education(CrOwthcr Rcport),v。l11959,vol
l1960
(7)Half Our Futurc(NcwsOm Report), 1965
偲)「後藤誠也;初等教育制度の変遷」―川野辺敏,新井郁男編 :世界の初等教育,1966  私はこの中で,ヨ
ーロッパ諸国の学校体系の変化の過程についてのモデル的な考えを出しておいた。それは,公教育制度の
発展という枠組み内でのモデルであり,その中での複線的要素の残存形態である。










2.11歳選抜試験―― エ リー ト層選抜法―一































































































I伺申書と,11歳試験の予備選抜段階といわれるス トリー ム (Strcam―能力別編成)組織に具体的
lfあらわれる。選抜資料あるいは境界児童判定のための教団fの内申書は,I.Q・と同程度の妥当性
を持つものとされてきた。しかし, こゝに記載された評価は,前述のバイアスを 合む もので あっ
た。中流階級は,態度,ふるまい,言葉づかい,服装等によって,能力以上の見かけの高い評価を
あたえられがちであった。これが,境界児童の中から中流階級出身者が多 く選抜される傾向を生み
出すのである。ス トリー ム組織は,小学校後期 (JuniOr schoo1 7～14歳)からはじめられる能
力別編成で,グラマー ●スクール選抜の予備段階と言われてきたc(6)この組織は,教師による評価
と国語・ 算数のテス ト結果で形成される。この時の教師の判断に,先のバイアスが持ちこまれるの
である。 トップレベルのAストー リムは,11歳試験の成功を保証される性格を持って いた。 しか















































































総 合 制 中 等 学 校 (I) (%5)
学コースを設置する。③畳行制度を改革し,11歳選抜試験の廃止を合む,総合制中等学校制度を採
用する。
全国教育研究財団 (N.F.E.R.)の1964年1月 調査に(16)ょれば, 現行制度改革を考慮して
表1. 中等教育再編成の動向 (1964年)         ぃない 地方教育当局数は,約50%にすぎ
1県 の 総 数      145(1000)
2 改革を計画中           1 52(224)
5 裏要七ヱXをリヘンシブ・スクールを1 貶(65,9)
4 コンプ リヘ ンシブ・ スクールの設置を 1 29(200)
;I FT
5 レスがシャ・プランをすでに採用した 1 3(55)

























(1) P. E. VcrnOn (cd.)i SCCOndary School SclcctiOn, 1957, P42
(2) B, SiFnOn,Intcnigcncc Tcsting and thc Comprehcnsivc SchOol, 1955
(3)D.V.Glass(Cd,);SOCial Mobility in Britain,1954
J. Floud ct al.; Social Class and Educationa1 0pPortunity, 1956
B. JaCkSOn and D. Marsdcn ; Education and thc,Vorking Class, 1962
(4)P, E. VcrnOn(cd.);Ibid,PPlo9--110
(5)D. V。(}lass(Cd.);Ibid. chaptcr 5`Thc Educational Expcricncc of thc Adult Population as
atJuly 1949' by J.F10ud
(6)P,E.VcrnOn(cd.);Ibid P乾
(256)
R.Pcdlcy ; Thc COmprchcnsivc SchOOl, 1%4, PP17-18
F.Campbcll ; Elcvcn Plus and All That――Thc GrattHner SchOOl in a Changing Society, 1956
`EnvirOnmcnt and COmprchcnsives' by J.EgglcstOn, EducatiOn 28」anuary 1966
15to18(CrOwthCr RcPOrt),V。lI, 1959, P72
P,E.Vcrn。■(cd,),I bid, PP75-76
D.A.PigcOn and A.Yatcs i AdH?ssion tO Cranimcr Schools, 1957
Gcncral Ccrtificatc of Education(一般教育修了証)試験と呼ばれる。 この試験は, 中等教育修了試験








Early Lcaving――A rcport Ofthc Central AdvisOry Council fOr EducatiOn,19剛PP18-19,TablC7.P7″
具体例についての検討は,R,Pcdley:Thc COmprehens?c SchO019 1964,PP95工1081こある。
15to18(CrOwthCr Report)vol I Tablc4 P9, volI TablC la Pl18
Early Lcaving PP88-94
Crowthcr RcPort volⅡ PP22-55, PP154--157











現行の中等教育三本建て制度は,1926年のハ ドー 報告(HadOW RcpOrt)の勧告に従った中等教育


















































































総 合 制 中 等 学 校 (I) (259)
















































寄 12 13 14 15 16 17 亀   な総合制学校。この型が最も多い。
① ②ll～16歳の総合制学校と,それに続く16～18歳の第六学年(JuniOr c。1l gcまた は SiXth fOrmCOllcgc―― 進 学 は 無
試験)という二段階接続方式。19Й年にはじめて CrOydOn
で実験が行なわれた型で Croydon方式あるいは Cnd―On

















































善を審議中のプラウデン委員会 (thc PlowdCn cOuncil)。2)が,小学校教育を12歳あるいは15歳
まで延長するとの勧告を出す見通しが強いので,そうなった時,これらは,また,現行制度のモダ
ーン●スクールとグラマー ●スクールに逆もどりする可能性も考えられる。そうならな い と して



































































1%4年の総選挙ほど,教育政策を中心に,保守・ 労働両党が激突したことはなかった とい わ れ







































































































みて,失なうもの (nct 10SS)より,得るもの (nct gain)多きをとるのが正しい。






1965年1ヽ月21日,下院では,労働党の M.StCwart教育科学相が,“地方教育当局に通 達 を発
し,中等学校を総合制の方向で再編成するための計画案の提出を求め,その回答に即して,政府の
施策の進め方を検討することにした", との声明を行なった。 これが, 1964年総選 拳 後 に お け
る,中等教育再編成問題の,4/初の公式声明であった。そしてまた,総合制の導入を実行する決意
を示したものでもあった。 Stcwart教育科学相は,この声明発表直後外相に横すべりし,その後
任に A.CrOslandが任命された。CrOSland教育利学相は, 5月6日, リンカンで行なわれた労
働党の地域会議に出席し,教育問題についての演説を行なった。その中で彼は次のように述べた。(20)
「政府は, 中等教育制度の再編成は, 総合制によるべきだとの原則を再確認した。 ……。そのた
也誠藤後







































































議 (North of England Education COnfcrcncc)で,総合制学校問題についての演説を行な っ
た。この演説は,通達10/65公布の背景となっていた労働党の思想を, 明確に, しかも説得力ある


















































































この通達が,かなり強い態度で地方教育当局への指導に乗りだそうとしているとうけと られ た の
も,この基盤の故であったと考えられるのである。
le)新段階での問題点

















































































総 合 制 中 等 学 校 (I) (2勇)
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00 1%6年7月末までの状況をみると,通達の学校類型のうち,採用した型と地方教育当局数は,①型55,①
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(2)ThC PriCe Has to Bc Paid'by Sir R, Gould, Education 15 Apri1 1%6
(3) `rhc signiricancc of 1970'by T, II. Tunn, Education 4 February 1966
(41 1959年のBCrthoin改革によって制度化された前期中等教育の一段階である。 イギリスと同様,大学進学 :
準備コース,学校であった lb/Cee,collagcの入学試験を慶止し, すべての小学校修了者を,中等教育の
最初の2年間 (11～15歳,1964年から11～η5歳の4年間となった)観察課程 Gyclc d'obscrvationに進
学させ,その期間に,個々 の生徒の能力・適性を発見し,判定する。その結果に基づいて,それらに適す
るコース,学校を選択することを指導する,という教育を行なう課程である。
也誠藤後
